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Review and foresight of the approach to improve durability
and maintenance of road bridges
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	道路橋の維持管理では、点検要領の策定や実施体制の構築などを各道路管理者がその責任において行ってきており、道路管理者毎に維持管理体制は同じでない。
	国では昭和63年に初めて統一的な要領に基づく10年毎の定期点検が始められた。しかし鋼部材の疲労亀裂や桁端部等の局部腐食、コンクリート部材のアルカリ骨材反応や塩害など深刻な劣化事例が多数報告されるとともに、先述したように重大事故が相次いで生じ、設計基準の整備だけでなく維持管理体制そのものの拡充の必要性が認識されるようになった。特に劣化が深刻化する前に異常を発見して対処を行うという予防保全の実現がライフサイクルコストの低減と重大事故の防止に有効であるとの理解から、そのための方策の検討が進められた。
	進められた検討の一つは、国の管理する道路橋の定期点検要領の見直しである。平成16年3月に新しい定期点検要領が示された。点検の頻度について見直され、疲労亀裂や局部腐食などの急速に状態が悪化する可能性のある損傷による事故の防止や予防保全の実現のために、点検間隔が10年毎から5年毎と短縮された。また、点検方法についても見直され、致命的な事故に至る危険性もある溶接部の亀裂の発見やコンクリートのひびわれに対する正確な診断、第三者被害の恐れもあるコンクリートの浮きや剥離の検出などのために、遠望によらず全ての部...
	点検において記録するデータについても見直しを行った。点検で最も重要な健全性の評価は、専門家による判断が不可欠である。同程度の損傷でもその進行度は環境条件によって異なり、橋の機能や安全性に及ぼす影響は損傷の発生位置によって異なる。そのため、これを「対策区分の判定」として、技術力を有する診断者が自らの知見をもとに、部材毎に、想定される損傷の原因や進行度、他の関連する部材等の損傷状況なども総合的に判断しながら、「A、B、C、S、M、E1、E2」の7段階で診断・記録することにされた。一方、多数の管理資産に...
	直轄道路橋以外に目を向けると、平成19年に国土交通省が行ったアンケート9)の結果、定期点検が十分に行えていない地方自治体が多数あることが明らかになった。そのため、国では地方自治体の管理する道路橋に対して、ライフサイクルコストの低減に資する予防保全等の適切な措置が行われるように長寿命化修繕計画策定事業費補助制度を平成19年度に設立し、計画策定のための調査等への財政支援を行った。これに併せて、国総研では、長寿命化修繕計画策定の助けとなるように、直轄道路橋の定期点検結果の分析結果を踏まえて、道路橋で一...

